
平成 25 年 5 月 30 日

平成 24 年度の主な事業報告

社会福祉法人　畏敬会

ユニット型42名　40室で4ユニットの構成。3階・4階をユニット階としてユニットケアを行う。
当施設のユニットケアの特徴として、2ユニットにそれぞれ2人部屋を各1室設け、夫婦・兄
弟姉妹・高齢な親子など支えきれない二人を対象に優先的に入所させ、生活の場を施
設に移しユニットでケアすることで共倒れを防ぐ。さらに不幸にして片方の方が亡くなられ
ても、その入所期間にもう片方が自立し、もとの社会生活に溶け込めるよう介護目標を
設定したい。一方、多床室フロアとして2階を専用フロアとし、ケアの効率化や疑似ユニッ
ト化での認知症対策などを計画している。

10床を1階フロアに設け、個室2、2人部屋2、3人部屋2と、利用しやすくかつ稼働率の向
上を目指す。さらに緊急な利用者に対応するため、その空室状況と予約をネットで出来
るようシステムを構築している。

駐車場及び自動販売機に係る収益事業収入がある。

社会福祉事業

特別養護老人ホーム　レーベンホーム戸田(平成２５年４月１日開所予定)

特になし

公 益 事 業

定員20名と中規模だが、利用者の要望の多い特殊入浴設備を1階に設置して対応する
とともに、利用者のプライバシーに配慮した個浴ユニットバスも用意した。

デイサービスセンター　レーベンホーム戸田(平成２５年４月１日開所予定)　

老人短期入所事業(平成２５年４月１日開所予定)

収 益 事 業


